
決算行政監視委員会第 1分 科会 (o9o421)質 問要旨

衆議院議員 武正公一

1,公 益法人再就職規制について(官房長官)

2,(社 )全 国食糧保管協会 。(財)日 本穀物検定協会について(官房長官、農水省)

3,尖 閣諸島課税評価上陸調査について (官房長官)

以 上



決算行政監視委員会第1分科会
武正公一提出資料 2009.4.21 平成20年 9月 9日

大臣官房総務課管理室

国所管法人のうち所管官庁出身常勤理事が
常勤理事の3分の1を超える法人について

H19.10.1現在

官庁名 法人数

内閣府 21

警察庁 33

金融庁 22

総務省 113

法務省 12

外務省 18

財務省 152

文部科学省 93

厚生労働省 325

農林水産省 231

経済産業省 266

国土交通省 573

環境省 29

防衛省

総計 1,744

注1)本 データは、平成19年10月1日時公益法人概況調査結果によるもの。

注2)総 計については共管法人の重複を排除した実数。

出所 :総務省作成資料
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出所 :内閣 (答弁書)
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政
府
と
し
て
は
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ね
の
よ
う
な
会
議
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催
し
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い
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が
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て
政
府
部
内
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果
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あ
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あ
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、
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。
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ら
れ
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れ
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。
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役員一覧表
(平成21年 3月 13日 )

保

役  職 氏  名 常勤 就任年月 勤務先・役職(前職)

長 鈴 木 威 雄 フト S52.615 榊富士ロジテック 代表取締役会長

副 会 長 八 嶋 佑  二 リト S495.14 ノヽ嶋合名会社 代表社員 会長

′′ 小 官 山 利 治 郎
ヨ
グ S61.620 諏訪倉庫い 代表取締役会長

専 務 理 事 南
立
ロ 秀 満 常 H19.611 事務局(中国四国農政局 消費・安全部長)

常務 理 事 石 坂 3ム 常 H16.67 事務局(北海道農政事務所長)

理 事 梅 原 茂 フト H196.11 蔦井倉庫閉 代表取締役社長

梶 田 日
日 司 ブF 卜119.6.11 日本通運い 函館支店長

山 田 藤 夫 ブF H19611 小樽倉庫事業 (協)理 事 (副理事長)

鳥 谷 部  員  実 H1865 側ヤマウ鳥谷部臨港倉庫 代表取締役

秋 山 洪
士

ブト H19.6.11 日本通運閉 盛岡支店長

守 屋  正 太 郎 H196.11 日本通運い 執行役員・東北プロック地域総括兼仙台支店長

太 宰  雄 一 郎 ブF S59.6.20 榊白石倉庫 代表取締役社長

′′ 渡
エエ
ロ 幸 男 H9.6.18 秋田海陸運送い 代表取締役社長

武 田 忠 ブF H1667 米沢合同運送閉 代表取締役会長

′′ 馬 場 宏 祐 フト H1769 東 日本倉庫閉 代表取締役社長

′′ 太  田  正  明 ブF H8.6 19 茨城倉庫い 代表取締役社長

′′ 黒 円石 秀 隆 ブト H14.6.10 日本梱包運輸倉庫閉 代表取締役社長

′′ 星 野 穆 男 フト S54.6.14 群馬倉庫い 取締役相談役

′′ 吉  田 政  巳 フト H12.6.12 旧東倉庫 代表取締役会長

〃 林 弘 美 ブF H18.6.5 千葉倉庫い 代表取締役社長

′′ 染 矢  祥 一 良「 H17 6 9 千葉共同サイロlII取 締役社長

′′ 岡 本 哲 良F
ヨ
グ H20.6.9 三菱倉庫い 取締役社長

′′ 田 本寸
本́

男 H1569 三井倉庫円 代表取締役社長 最高経営責任者

〃
△

正 矩
ヨ
グ 卜117.6 9 日本通運い 代表取締役社長 社長執行役員

〃 笠 原 伸 次
ヨ
グ H20.6.9 澁澤倉庫い 常務取締役上席執行役員 ロプステックス営業本部長

坪 島 禾」 夫 ブF H2069 鈴江コーホ
°
レーションl■l取 締役常務執行役員 物流事業本部長

7可 野 岡1 雄 リト H1667 新興海陸運輸い 代表取締役会長

6

出所:農水省提出資料
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役  職 氏  名 常勤 就任年月 勤務先・役職 (前職)

理 事 多  田 恵  行 ブF H16 6.7 多田倉庫閉 代表取締役

〃 内 田 賢
ヨ
グ H20.6.9 棚日新 執行役員現業部長

ノ′ 安  田    肇 H17.69 大黒倉庫側 代表取締役会長

〃 内 藤 彰 信 ブト H20.6.9 国際埠頭腑 代表取締役社長

〃 中 西  典志夫 フト H20.6.9 日本海倉庫欄 代表取締役社長

′′ 荻 布  啓 四良F ブF H166.7 富山倉庫閉 代表取締役

′′ 竹 津 久 輝
ヨ
グ H196.11 日本通運閉 金沢支店長

〃 堀  内    昭 フト H9.618 丸市倉庫例 代表取締役

ネ申 津 恭 通 H1865 」ヽ諸倉庫い 代表取締役社長

尾 関 尚 司 ブF S63.6.24 濃飛倉庫運輸閉 代表取締役会長

木 全 英 ブト H10.6.17 東陽倉庫閉 代表取締役会長

小 島 啓 司 フト S56.619 中央倉庫鯛 代表取締役社長

福 田 源
五

フト H8619 名古屋埠頭サイロ閉 代表取締役社長

朝 倉 非「 進 フト H10.6.17 中京倉庫閉 代表取締役社長

′′ 小  津    勝 ブF H196.11 日本トランスシティ閉 代表取締役専務取締役

〃 中 山 安 正 H17.6.9 中山倉庫閉 代表取締役

〃 山 本 安 雄 フト H17.69 伏見倉庫側 代表取締役社長

〃 安
立
ロ 正 りF 卜112.6.12 閉住友倉庫 社長

〃 柏  木    正 ブ仁 H16.6.7 木津川倉庫閉 取締役社長

′′ 力日 藤 又 輝 ブF H1769 カネミ倉庫閉 代表取締役副社長

〃 山 下 仁 孝 ブF H176.9 株杉村倉庫 代表取締役社長

′′ 崎 治 ブF H176.9 大阪港埠頭ターミナル閉 代表取締役社長

藤 尾 純 也 H7.6.14 神明倉庫い 代表取締役会長

森 本 啓 久 ブF H56.17 森本倉庫団 代表取締役社長

〃 佐 藤 武 旦
ヨ
グ H206.9 阪神サイロい 代表取締役社長

福 本
士

ブF H1865 閉アサヒ倉庫 代表取締役社長

′′ 中 谷    始 ラト H1865 日本通運閉 和歌山支店長

〃 末 長 範 彦 ブF H5.6.17 岡山土地倉庫い 取締役社長

〃 大 之 木  伸 一 郎
ヨ
グ H1865 呉貿倉庫運輸欄 代表取締役社長

米 田 英 モ
ヨ
′ H12.6.12 下関海陸運送l■l代 表取締役社長

― , 一
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役  職 氏  名 常勤 就任年月 勤務先。役職 (前職)

理 事 吉 原 正 平 非 H16.6.7 吉原食糧的 代表取締役社長

′′ 廣  江  和  男 非 H6.6.14 大栄倉庫産業榊 代表取締役

〃 岡 崎 恭 三 H16.6.7 協和倉庫例 代表取締役

〃 美 山 彰 生 リト H20.6.9 博多港サイロ榊 代表取締役社長

〃 徳  永  潤 一 郎 非 H20.6.9 玄海サイロ腑 代表取締役社長

〃 木  村    潤 非 H17.6.9 日本通運側 執行役員福岡支店長

〃 溝  口   進 非 H13.6.11 鳥栖倉庫閉 代表取締役会長

川  野  春  桐
ヨ
グ H20.6.9 長崎食糧倉庫閉 代表取締役社長

古 賀 幹 犀 非 H19.6.11 熊本製粉い 代表取締役社長

矢 野 長 英 ブト H9.6.18 大糧倉庫閉 代表取締役社長

安 藤    勤 H8.6.19 宮崎中央倉庫閉 代表取締役

大  津    学 非 H12.6.12 閉大津倉庫 代表取締役

仲 吉 良 次 フト H15.6.9 沖縄食糧欄 代表取締役社長

小 谷 和 雄 常 H20.6.9 事務局(近畿農政局 大阪農政事務所長)

〃 井 上 忠 利 チト H21.3.13 生川倉庫閉 代表取締役社長

〃 山  口 隆  右 非 H21.3.13 千葉共同サイロ線 常務取締役(福岡食糧事務所長)

常 任 監 事 井 出 桂 一 ブF H14.6.10 脱理士

監 事 多 田 充 伸
ヨ
グ H16.6.7 多田倉庫い 専務取締役

〃 大 村 敏 雄
ヨ
グ H20.6.9 三井埠頭閉 代表取締役社長

8
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役 員 名 簿 (理 事 。監事)

役  名 常勤・り|:常到 lt 名 役 J敵 //・(最終11・職)

会 長 常勤 渡 11 義 峨 (農林水産11務次官)

Jlll事長 常勤 イメト 1「 ,こ //k (大阪食糧事務′]F長)

常務理lll
常勤 に 々 本  正  博 1ヒ海道支部長

常務11事 11'義 |お 澤 :|: 餃 研究所担当 ォ賣中り(研究所長

■11  1千 常勤 力|| 1藤 メ琢 丈 総務担 当

Jり! lf 常勤 齊 藤   豊 検査 ・業務担 当

llll  Jギ 常勤 中 島 行 敏 中部支訂;長

班1 11 常勤 行 本 俊 ノ 関西神jf支剖:長

メ1事 常勤 平 島 和 男 関東支部長 (関東農政局次長)

理  事 非常勤 安 部 光 美

月L 事: 非常勤 東 富 晴

J理 ]千 非常勤 奥 ノ 博 欠

珊  事 非常勤 範 井 良 明

理  事 非常勤 卜 池 j『i秀

理性 事 リト常勤 性 々本 明 //N

ヽ_  1子 非常勤 瀬 1■ 康 久

りl i事 りli常勤 武 IIl 俊 昭

りl 事 非常勤 ‖1 中   党

lL 事 非常勤 長 澤 利 久

■[1  11 リト常勤 永 友 保 員1

りl 事 非常勤 則 14 功 封i

∫11   lf 非督i勤 14(    lI: 「ll

メl!  Jl: リト常勤 属( :H ヤ: プ(

l・l  tl「 非常勤 1藤 1峰 益 也

1‖ 事 JF常勤 ili 橋 政 ヴ、

J‖ 事 J卜常勤 本 川 常 降

りL JI J卜常勤 松 山 ll 秀

J'‖ 事 J卜1丼勤 徹 t林野庁長
′
由
・
)

J■ 11 JF常勤 米 本 ldll

監  11 常勤 |・kl 十 男

慌 J「 常勤 片 リト 英 夫

|

91出所 :(財)日本穀物検定協会ホームページより



石垣市長

大演 長照殿

拝啓   、

国会の周りでも桜の便りが聞かれるようになりました今日この頃、大濱市長

におかれましては益 御々清祥のことと存じます。          ●  …

さて、3月 25日 に開会されました衆議院外務委員会におきまして、平成1   :

8年に実施された外務委員会の沖縄委員派遣の際、大演市長から、尖閣詰島ヘ

の上陸視察に関する御要望が寄せられた件が取り上げられました。       1

つきましでは、石垣市が現在で、固定資産の実地調査等の目的で尖蘭諸島ヘ

の`上陸の御希望をお持ちかどうか確認いたしたく、本日書状をしたためた次第

であります。
.                         …

もし依然上陸に関するお考えが変らないようでしたら、至急、私と内閣官房

宛にその旨書面にて御連絡いただきたいと存じます。 |

季節の変わり目とて、大演市長におかれましてはくれぐれ、御自愛のほどを  i

お祈り申し上げます。

…  敬具

衆議院外務委員長

」打脅人牢
平成21年 3月 27日

出所 :衆院外務委員部
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平成 21年 3月 31日

衆議院外務委員長

河 野 太 郎

沖 縄 県

石垣市長 大演 長

石垣市による尖閣諸島への上陸実地調査について

陽春の候、河野委員長におかれましてはますますご清祥のこととお慶び申し

上げます。

平素より、本市行政区域である尖閣諸島の扱いについては、様々な方面でご

配慮を賜り心より感謝申し上げます。  ヽ

きて今般、書状にて確認があります標記の件につきまして|ま、尖閣諸島が我
'が

国固有の領土である以上、全ての面に
′
おいて国内法が適用されることが当然

のことと理解しております.

このことから、地方税法第 408条 に規定する年 1回 の市町村長が行う固定資

産税課税のための実地調査についても石垣市長として実施しなければならない

ものと認識している次第であります。

また、当該調査を実施することについては、地方税法上の問題のみならず、
:過去に日本国民である住民が経済活動を行い、生活を営んできた歴史的文化財

の保存とセンカタモグラをはじめとする希少な動植物保護のための調査研究に

も大きく貢献するものと考えます。

従いまして、石垣市による尖閣諸島べの上陸実地調査については、一日も早

い実現を希望するものであり、引き続き、河野委員長をはじめ衆議院外務委員

会、関係省庁の特段のご理解とご高配を賜りますようお願い申し上げる次第で

あります。

段
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出所 :衆院外務委員部


